
 

ILO ツールキット作業指針シート 214 管理段階 2 

工学的対策 

篩い分け 

 

適用範囲 

本作業指針シートは ILO 化学物質管理ツールキットの一部で、管理段階 2 が適用されると

きに使用する。本作業指針シートは、中間量の固体をふるいにかけるときの規範を示す。

すべての規範に従うことが重要である。化学物質によっては引火性または腐食性があるの

で、これらの危険性に対しても適切な管理が必要である。詳細は、各化学物質の安全上の

注意事項を参照すること。汚染空気を大気中に排出する前に、排ガス処理装置を通す必要

がある場合もある。本作業指針シートは作業者の健康を守るための最低限の基準を示すが、

工程管理またはその他の危険管理に必要な基準より低い管理基準を正当化するために、本

作業指針シートを使ってはならない。 

 

作業場 

z 関係者以外を作業場に入れないようにし、風下で誰も作業していないことを確認す

ること。 

 

設計と装置 

z ふるいの装入口周辺に囲いを設けること（図参照）。 

z 囲いの表面を横切る空気流速は 1m/s とする。 

z ふるいとその他の部品の間から粉じん

が漏れるのを防ぐために、シールやク

ランプを使うこと。 

z 空になった袋を安全な方法で廃棄する

ための設備を用意すること。さらに、

廃棄場所での換気の設置を検討するこ

と。 

z 生産上可能な最低速度でふるいを運転

すること。 

z 真空輸送装置などの密閉システムの使

用または局所排気装置に設置によって、

排気口での粉じんの飛散を防ぐこと。 

z 可燃性の固体を扱う場合は、爆発軽減装置の設置を検討し、装置のアースを確実に

取ること。また、接地をすること。 

z できる限り、扉、窓、および通路から離れた場所に設置して、換気を妨害するすき
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ま風や粉じんの拡散を防ぐこと。 

z 空気を作業場に供給することによって空気を入れ換えること。たとえば、作業場か

ら離れている窓や扉を開ける。 

z 排気ダクトは短く単純に設置すること。また、長い距離の自在ダクトを設置しない

こと。 

z 表示ランプなどの簡単な方法により、抑制装置が稼働しているのを確認すること。 

z 扉、窓、および吸気口から離れた安全な場所に排気すること。 

z フィルタを通過したきれいな空気を作業部屋に再循環させてもよい。 

 

点検、検査および保全 

z 供給業者から装置の設計性能に関する情報を貰い、大事に保管して、その後の試験

結果との比較に使うこと。 

z 毎日、換気システムの電源を入れて、正しく動作することを確認すること。 

z 毎週 1 回、ダクトの状態を目視で検査し、破損を見つけたらその都度修理すること。 

z 少なくとも年 1 回、システムの全機能を試験すること。 

z 供給業者／設置業者の指示に従って、装置の有効性と効率を維持すること。 

z 動作に問題がある場合は、装置を使わないこと。 

 

清掃と整理整頓 

z 作業場には当日分だけの材料を用意すること。 

z 装置と作業場を毎日清掃すること。 

z こぼしたものをそのまま放っておくと、汚れまたはガス発生の原因になる。こぼし

たら、直ちにきれいに拭き取ること。 

z ほうきや圧搾空気を使ってダストを取ってはならない。湿らせた布または掃除機を

使うこと。 

z 使い終わったら、必ず容器に蓋をすること。 

z 容器は損傷することがない安全な場所に保管すること。 

z 揮発性の液体を直射日光が当たる場所に置かないこと。 

z 空の容器は安全な方法で廃棄すること。 

 



 

個人用保護具（PPE） 

z 有害性グループ有害性グループＳの化学物質が皮膚、眼、または皮膚から体内に入

ると危険である。皮膚を化学物質から守る方法に関しては、作業指針シートの Sk100

と Sk101 を参照すること。 

z 各化学物質の安全上の注意事項を読むか納入業者に聞くかして、必要な個人用保護

具を用意すること。 

z 保護具を保守すること。使わない場合は、きれいにしてから清潔かつ安全な場所に

保管すること。 

z 保護具はいつもきれいにして、定期的に交換すること。また、破損したらすぐに交

換すること。 

 

教育訓練と管理 

z 作業者に扱う物質の危険性・有害性を教育し、作業指針シートと保護具の必要な理

由を理解させること。 

z 作業者に化学物質の安全な取り扱い方を教育すること。 

z 作業指針シートを実践していること、および問題が発生したときの対処方法を知っ

ていることを確認すること。 

z 決められた注意事項の守られていることが確認できる体制を確立すること。 

 


